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   新型コロナウイルス感染症に係る検査無料化事業について 

本道の保健医療福祉行政、とりわけ、新型コロナウイルス感染症対策の推進に格別の御

理解、御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、国においては、「次の感染拡大に向けた安心確保のための取組の全体像」（令和３

年 11月 12日政府新型コロナウイルス感染症対策本部決定）において、日常生活や経済社

会活動における感染リスクを引き下げるため、ワクチン接種や検査による確認を促進する

ことが有効であるとし、現在開会中の臨時国会に検査無料化に係る今年度の補正予算案を

提案しています。 

道としても、これに呼応し、１２月１６日に閉会した令和３年第４回定例道議会におい

て、今年度の補正予算として、「ＰＣＲ等検査無料化推進事業費」約２１６億円を措置し、

国の補正予算が成立次第、正式に事業を実施することとしています。 

当該事業は、薬局や医療機関、衛生検査所等などが道に検査実施事業者として登録の上、

無料検査を行い、道が実績件数に応じ、事業者に対し補助を行うものであり、道としては、

現在、自費検査を提供している検査機関（医療機関・検査機関）に、先行して登録をお願

いし、順次、全道域への拡大に努めたいと考えております。 

つきましては、補正予算の概要等をお知らせしますので、業務の参考としてください。 

なお、事業実施にあたっての正式通知は、別途、道からお送りする予定であることを申

し添えます。 

記 

１ 送付資料 

（１）令和３年第４回北海道議会定例会追加提案補正予算の主なもの（抜粋） 

（２）ＰＣＲ等検査無料化の概要（案） 

（３）令和３年第４回北海道議会定例会 追加質疑 開催状況 

２ その他 

（１）本事業による検査結果は、検査方法を問わず、確定診断に用いることはできないと

されていること。 

（２）検査の実施事業者は、検査結果が陽性であった場合、医療機関や受診・相談センタ

ーを紹介するなどして、受診につなげるよう、必ず促すほか、その際、受診させる場

御中 

御中 



合の移動については、周囲に感染させないようマスクを着用し、公共交通機関を避け

るよう案内するなど、前もって対応を決めるとされていること。 

（３）感染拡大傾向時の一般検査事業が適用される「感染が拡大傾向にある場合」につい

ては、国では、「新たなレベル分類の考え方」における「レベル２」相当以上を想定し

ているものの、道では、今後、国から示される実施要領等を踏まえるとともに、国と

必要な協議を行うなどし、受検要請の考え方を検討することとしていること。 
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